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突験シマトビケラは薬剤接触後5分間して朽水に移し

て対mシマトビケラと同様にして飼fI-した.薬剤抜触

後杭転した魚類は夫 但々ちに治水に移して飼育した.

結果 :1) 供試魚類ハエ,フナ,メダカはいずれも

井剤接触後間もなく狂奔状態になり,ついで抜転して

水面に静止するが, 接触より梯転までの時間はハエ

(5匹)は 3-10分間.平均5.6分を要し,フナ(5匹)

は8-15分,平均13.0分, メダカ (20匹)は14-24

分,平均 20.2分を要し,即ち接触より横転までの時

間による抵抗力の強さはメダカ>フナ>ハエの頓T字で

メダカはフナの約1.6倍,ハエの約3.6倍,フナはハ

エの約2.3倍である. 2) 供試粗筋は Iindane乳剤

による杭転後夫々垣ちに括水に移せばハエ,フナでは

夫々10分以内に,メダカは夫々5分間以後に正常に泳

ぎ出し,全個体が軟投し,薬剤抜触後の2,ⅩII;14:00

及び 3,ⅩⅠⅠ;14:00即ち24時間後,48時間後に検査

したが元気であった.3)魚額への接触と同じIindane

lppm氾皮の乳剤で接触してより5分間後のウルマア

シマトビケラはやや不活況になるだけであったがこれ

をT75水に移して飼育すると接触してより24時間後には

供試数20匹のうち11匹苑死し48時間筏には更に4匹,

合計15匹乾死した.これに反し対照の未処理の同幼虫

20匹は同一方法で飼育し,48時fAl後には2匹のみ野死

したので 1indanelppm での殺虫効果はある程度あ

ったものと認められる.
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The rearing ofHydropsychelarvaein the

laboratoryconditionwereeasilymadeby'forcing

air三mtothebottlewith magneticvibratorand

aspiratorasshowninFig.1.Accordingtothis,

aftereachexposureinl & 2ppm concentration

oflindanefor30,60,90,120ant1150seconds.

larvaeofHydropsycheulmeriwererearedinthe

tap･waterfor24& 48王10urS.Thenumberof

deadcaddis･flylarvaewerecountedaSShownin

Table2. 1nthecaseof2Rpm concentratioJIOf

]indaneemulsions, theresultagreeswith the

time-mortalityregressionlineofBliss′method

butin1ppmitdoesnotso.AccordingloLT-50

ofTab一e3,2ppm concentrationoflindanewas

effectiveaswellas1/3exposuretimeofIppm.

Tlleeffecttotllekil】ifiSIltllereWasnOremark-

aも一ein eitllerCOnCentration of1or2ppm by

exposingfor150seconds･h 1ppm co.ncentration'
byexposureof60seconds,70% mortality of

mddisflywasshownafter48hours,.andthis

Eigure wastheconcentration thatthe larvae

werecompletelykilled.Iftheweakenedones

were added theeffectwouldbe'h'gherthan

this. Therefore, itis concluded thatthe､

concentrationof1ppm isbettertobeusedfor

controlthecaddisflyinnatllralstrelm.
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I

ヒメマルカツオブシムシAnEhrctltLiverbムsciの成育に幼山間の食軌 飼育密度,温度がいかなる

fU韓を与えるかを調べた.また幼虫のf与こ眠覚醒の氾皮条作についても調べた.

は じ め に verbasciの成虫の産卵習性,走光性,寿命などにつ

erE者10)は先にヒメマルカツオブシムシ 1̂ZLhrcIZuS いての失敬の結果を報告したが,本軌 こおいては,幼

井京都大学n学部昆虫学研死重菜折 節312号.
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血糊の食物,飼育氾皮,飼育密度がその成育に与える

碓皆を明らかにすることを目的とした.あわせて幼虫

の休眠覚醒実験をも行った.また氾皮の掛 ､による卵,

疏,成虫潜伏期間をも調べた.

ここに結果を報告するにあたり,実験を御指等くだ

さった当研究室の内田俊郎教授に厚くお礼を申しあげ

るJまた色々の有益な御助言をいた いゞた河野助教授

はじめ研究室の皆様にも感謝の志を表したい.

実験材料と方法

,実験には, 野外の.フランスギク ChrysanEhemum

ZeucanEhemum の花上で採柴した成虫よりえた次世

代の幼虫を佼用した.1-部は屋内で乾煉標本を加害し

ていた幼虫を採集しこれよりえた次世代のものを使用

した.

1頭飼育には口径 1.8cmの試験管を用い,､発令餌

青には,室温飼育の時は垣径 3cm,高さ1cm の肉

池を,恒温条件下での飼育には直径4cm,高さ1.5cm

のシャーレをそれぞれ用いた.飼育温度は,20,25,

300′および冬季日中のみ暖房した室温,および自然温

であるが,湿度はとくに調節しなかった.幼虫の飼育

飼料その他の方法の詳細古くついては各突鹸ごとに述べ

る.

幼虫期の餌の種類と成育 ･

宍 験 1.

幼虫を1頭ずつ冬季昼間暖房をした宝配下で7超斑

の飼料を蚊用して調べた (節1衣).

10カ月後にみられた煩化率は6カ月日の幼虫の体重

と平行的関係がみられた.ケズ リガツオでは生存幼虫

のすべてが痢化したが発育の恋い飼料では相当部分が

なお幼虫のままでこれらの大部分は2年以上の幼虫期

間を経過すると考えられる.-鰍 こ痢化率が高く,幼

虫体式が_qiくなる飼料での死亡率は低い.サ ズ.)ガツ

オの幼虫死亡率は実験2および他の同飼料を依った実

験の緋只と比佼するとこの場合は異常に詳U{い.
実 験 2.
･飼育飼料は実験1の2種類の昆虫死体の代 りにカイ

コBomby.2:mOrl'の乾燥蛸を使い,ヌカの代 りに玄､

米を加え計4樫放校用した.飼育条件は実験1と同じ

で,飼料による脱皮回教,蛸体重,1年仔,2年仔,

3年仔 (幼虫期間3年のもの)の出現割合をみた (節

2表)･
死亡率はケズリガツオでは実験1に比べてはるかに

低い.玄米では幼虫は朕の部分を食害し,正孔部を加

害することはない.1年目に時生存虫の1頚が 蛸化し

大部分は2年日に入ったがその内の不半は蛸化せずに

死亡し残部の半数が2年目に蛸化他は､3年目の幼虫期

に入った.小麦粉では事年目で蛸化するものはなくす
べて2年目の幼虫期に入ったが,その半数は蛸化せず

死亡し残 りは3年目の妙虫期に入った･これに反し実

験1では生存虫の1.60%が1年目に蛸化した (釘1表)･

脱皮回数は2年仔は1年仔にくらべて 4-5回多く脱

皮する.しかし両者の同一期間内の脱皮回数は迎わな

い. 同一期間内の脱皮回数は,多いものからIqEiに カ

ィコサナギ>ケズ･)ガツオ>玄米>小麦粉の旧になる･

ヶズリガツオに比しカイコサナギで多くの脱皮がみら

れることは両飼料を使った他の実験でも共通に観察さ

れた.琉体重の盃さの順序も上と同じであった･平は

8よりも体重は重い. この現象は他のカツオプシムシ

科 Dermeslidaeq)もの.でも共通にみられる7･n･12)
以上実験 1,2の結果は各球飼料が幼虫及び痢鼠

脱皮回数,発育期臥 死亡率におよはす彫弓劉ま投雑な

ものであることを示す.使用した9種の飼料を幼虫の

成育の良否によりおよそ次の3群に分けうる･

.1) 幼虫の成育に好適な飼料 :ケズリガツオ'カイ

コサナギ,アズキゾウムシ成虫死体.

2) 幼虫の成育可詑なるも好適でない飼料 ‥玄私

Table1. Resultsofrearing )arvaeonvaridusdietsunderisolatedcondition
andatroom temperatllre.

6monthsafterIlatChing

W軍 tiego,if"orta(1Zy,
10monthsafterhatching

n"07'o;fsupruvpi:2/r,S暮"ori(ag,y

Food

Purewool

DeadadultofA.verbasci

Driedfish(Dasizyakd)

Wheatflollr

Ricebran

DeadadultofCallosobTVC7zuschl'7WnSZ's

Fishmeal(ke2:ur王gat110)

0.0

44.5

60.0

77.8

81.8

100.0

100.0

50.0

71.0

37.5

40.0

26.7

46.3
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Table2. Percentagesofone,lWoandtllree-yearlarvae,laTValmorta一ity,
numberofmou一tsandweightofpupaercarcdonvariousdietsiunderisolated
conditionandatroomtemperature_

Table3. PercentageoEpupationinrelationtodaysafterllatChlng.larvae
rearedonfishmealatroom temperature.

Dateofhatching May8,1956■ Apri116,1956

Breedingdensity 50 20 1 1

Originofparents ⅠndoorFlowerFlowerFlower Flower

No.of】arVaetlSed 100 200 40 ･20 60'

Larvaedled (%) ?1.0 42.0 32.5 15.0 25.0

Two-year】aⅣae (形) 2.0 3.0 ･5.0 5.0 5.0

～㌘5days(Feb.7.1957)afterhatchlng 5.0 27.0 35.0 0.0 -297days(Feb.7.1957) 18.3

276-280 26.0 14.0 7.5 20.0 298-302 15.0

I(%) 286～290 8.0 3.0 5.0 10.0 308-ー312 3,3

291～295 12.0 .■4.0 7.5 10.0 313一一322l L7296-310 1.0 3.5 2.5 -15.0

ヌカ,小麦粉.

3) 幼虫の成育は不可能といえないが不通な飼料 :

ダシジヤコ,ヒメマルカツオブシムシ成虫死体,純毛

ラシャ布.

幼虫の飼育密度と成育

50,20頭の各区と1gL区の1部は1956年5月8日

に,1頭区の残りは同年4月16日にふ化した幼虫をも

ちいて,ふ化脚の早晩が琉化期日に及ぼすずれを調べ

た.また50疏区の1矧 まE!内で採黙したものの次世代

の幼虫を任用し,野外の花上で採托したものの次tLr代

のものとの相辺を調べた (節3ま三). 飼育はすべて冬

季暖房を行った宝hnul下で行った.

飼育密度と死亡率,琉化率 :幼虫和の死亡率は飼育

密度が拓くなるにしたがって高くなる.飼化は各区と

も93-97% の率でおこり,2年仔の出現率は区によ

って変らなかった.

飼育密度および貯化日の早晩と酪化時期 :ヒメマル

カツオブシムシの幼虫は冬季も全く暖房しない宝温下

で飼育した場合は,京都地方では3月申下旬に虫引ヒし,

約5週間の蛸期ののち羽化し約1週間幼虫敷内田伏し

たのち脱出す･818,. しかし冬季昼間暖房した宝由では

これより1カ月以上もはやく2月未までに 90% 内外

が飼化する.

1956年5月8日にふ化した幼虫では,1所区は袋合

区に比して蛤化は数日むくれるが終りは変らないこま

た庄内採技の幼虫と員外採fL三のそれとの間には蛤化乳

成育日数でも全く追いはなかった.

5月8日ふ化ゐ幼虫と,これきり22日早くふ化した

4月16日の幼虫では, 後者では数日早く抗化がほじ
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Table4, Weightofpupaeandsexratio9/(8+?)atdifferentpopulatiふn

densityanddateofpllpation,larvaerearedonfishmea一andatroomtemperature.

Densityoflar_vae 1 1 ′1 20 1 50

277-289th .. 8 ■~′5.38 61.3 4.47 66,7 3.91 44.°1

-p■day- p一宇 5.70 5.92' .4.17

.After290山 8 5.00 ･42.9 4.50 -0.d 3.85 58.7
･ day.- .? -5.00 - ･3.70

Mean士95% L 8~ 5.51土0.33 52.7 5.09土0.50 41.7 4.16土0.66 43.3

まっているがその終りはむしろ遅くなっている.した

がって室温飼育ではふ化の早晩は琉化の早晩とはほと

んど無関係である.同様のことは拭山 (1929)も級娯

している.

飼育密度,硫化時期と稲生体重,性比 :煩の平均生

体証は飼育密度が高くなるにしたがちて軽くなる.1

頭区と50頭区では 8 9とも有意な差 (p<0･05)が

みられた.また20頭区と50頭区では 字 は有志な差

(p<0.05)を示した.

甲の痢重は8に比して韮かったが有意な差はみられ

なかった.性比は1頭区でははば等しいが集合区では

8の方が多かった (第4衣).

蛸化時期をふ化後の経過日数により3期に分け各期

における蛸体重,性比を調べた (第4表). 琉体重は

痢化後期のもの程89とも軽くなる慣向がみられた.

特に50頭区の平では276日までと277-289日間の琉

体重には有志な差 (p<0.05)がみられた.性比は航

化初期には8が多く後掬には平が多くなる.

89の脱皮回数 :脱皮回数は飼育温度,飼料によっ

て爽なるが,.1疏飼育,去払下でケズ')ガツオを飼料

とした場合は8は 5-8回,甲は 5-9回の脱皮をみ

たが貌旺分布では?はらに比べて脱皮回数が多い幌向

を示す (第5衷).

飼育温度と幼虫の成育,卵期,

煽期および成虫潜伏期間

卵,疏,成虫沿伏期間:羽化した成虫は｢定期間最

耗令幼虫の脱皮殻内にとどまる,この期間を成虫河伏

期間とした.20,25,300における卵,蝋,成虫沼伏

期間は高温になるにしたがって短かくなる (蔚6表).

ここに得られた結果は Kunike13㌧ ､Griswold3)_等に.

･よって得られた結果とよく一致している.

幼虫の成育と温度 :幼虫の飼料にはカイコの乾燥病

を粉末にしたものと,それにイーストを 10% の割合

で加えたものを使用した.飼育氾斑は 200,250,300

の各温度を蚊用し,200,250のものは幼虫密度10頭,

li田間間隔で調べたが, 300に保ったものは1疏ず

つ飼育し毎日室温下に取り出して調査した. 宍験は

Table5. NumberoEmoultsinrelationtosexes. Larvaerearedonfishmeal

andatroomtemperature.

6.63土0.31

6.85土0.34
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Table6. EffectoEtemperatureonthedurationofeggstage.pupalstageand

periodofquiesceD.tadult.Numberofip.dividtw.1日lSCdareshownin･brackets.

Egg (days) J Pupa (days) l Qtdescentadult(days)

Table7. EfEectoftemperatureotlthelarvalandpupalmortality王npercentage.

Larvaerearedoneitherdriedpupaeofsilkworm ormiⅩtureaddedlO% yeasti.tl
weight.1

Table8. Effectsofdietsandtemperatureonthemortality,percentageof
pllpation,numberofmoultsanddurationoflarvalstage.I)riedpllpaeOfsilk
worm andmixtureaddedlO% yeastwereusedas一arvaldiets.

282-287日日 (幼虫ふ化役)で打切った (節7,8表).

いずれの区においても幼虫期の死亡率は若令壬抑まど

招く.とくに1令期には幼虫期死亡数の 40-60% を

占めている.幼虫･蛸をふくめた死亡率は区によって

まちまちで 22-55% で,温度,飼料による傾向的な

差はみられなかった (節7,8去).

脱皮回数はイーストを加えた場合にはやや多くなる

幌向がみられた.しかし配皮が前くなると脱皮回数は

増加し,50の芸は約2回の脱皮回数の増加をきたす

(節8表).

煩化率は 200では 250の約2倍の高率を示したが

75.0 5.7 -

59.0 . 6.1 -

3_2.5 8.1. -

'28.9 8.4 -

40.0- 10.3 .269.0

300ではむしろ 250よりも高い硫化をみた. これは

300の幼虫は冬季間も毎日短時間であるが観察のため

室内温にさらされた1=め除 に々休航の覚醒がおこなわ

れていたと考えられる.これに反し300に1週間毎の

調査以タは 速読的に保った場合は300日以上経過し七

も1頭も琉化しなかった (節10表).

サナギ粉末にイーストを加えた場合はサナギ粉末を

飼料とした場合に比してやや硫化率は低い,したがっ

て硫化率,脱皮回数の点からはイーストを加えない方

が良好である.しかし1琉飼育300ではイ-ストを加

えた場合は幼虫m聞は約5日短かい.各氾皮下におい
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Table 9. Numberofmoul(らinrelationtothedurationofinstars.Larvae

r由reddneither.driedpupaeoEsilkwormorlo序 yeaStmiXtl打eat300.

Table10. Effectoflowtemperatureontherateofpupation.Larvaereared
atSloe,60-70% R.H.beforeandafterchitling.

Durationof
chilling(mol血) 1 l 2 1 3,/3 1 4 ･ Eco(n3t.rOO)1

∴ _''･1.'i･i_ ::I..'詩 :.::i.I. ::'･:'.･末 .･..-; '_::'_:il 1.'･･..'･. '･'･･'''.I- ･-:'':; :･':･･-:.'･･.
て最初の痢化個体が現われたのは,200では190日日,

250では240日目,300では260日目で.それぞれ高

温になるにしたがっておくれる. 200,250の各区で

はイーストを加えた区は'サナギのみの区よ･り16日間お

そくふ化した幼虫を使用しT=が痢化のはじまりにおい

ても2-3週間のずれがみられた点は室温飼育の場合

とことなった.

芦Oo′で飼育した幼虫のふ化後成虫羽化に至る日数は
9-11回脱皮のものの間では脱皮回数が多くなるにし

たがって長くなる幌向がみられた.しかしこれの範囲

外では特に発育日数が多くも少くもならなかった.各

令期間は不規則であるが凡そ 10-15日間隔である.

幼虫後期の終令を含む 2-3令の期間は長くなり1-

2カ月間闘となる (第9袋).一 ■

休 眠 の 覚 醒

実験 1:カイコサナギおよびケヅリガツオを飼料と

して100日間,300,60-70%R.H'.の転配宝で飼育
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した幼虫を 15irlずつ 200,.250の各氾皮下に1,2,

31h,4カ月間保ったのち再び 300にもどし実験開始
後323日享での各区における幼虫の脱皮回数,酪化率,

死亡率および幼虫のプロセテリーおよび成虫のメタセ

テリーの出現率を調査した.低温処理までの100日間

は1シャーレ当り50頭ずつ飼育したがこの期間の平均

脱皮回数はカイコサナギでは150琉平均6.2回,ケズ

I)ガツオでは350B7i平均5.9回でわずかに前者が多か

った.無処理区として各飼料で1区ずつ300に連続的

に保った.

･脱皮回数はカイコサナギ飼料ではいずれの区でもケ

ズリガツオ.に比して 3-4回多く脱皮したが,同様の

ことは室温下の飼育実験でもみられた (節2,10袋).

また低温処理の期間が長くなるにしたがって無処理区

･に比して脱皮回数が少なくなり, この傾向は250区に

比して 200区がいちじるしい.200および 250の恒

温条件下で飼育した場合でも200の万が脱皮回数が少

なかった (鈴8去参旧). 死亡率は区によってまちま
ちで幼虫飼札 処理期間による近いはみとめられなか

った.
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如化ii'Lは低氾処理切払がiiくなるにしたがって増加

する･同一処理区では常にケズ')ガツオ%,飼料とした

瑚合が訂古い琉化率を示した.同位のことは窒配下にお
いても祝,渋された (節2才壬参肘). 幼虫の抗化は200

低温処FJ!区では2カ月以上 250処理では31/3カ月以

上処理しないとおこらない.

幼虫の少flL型的なプロセテ')-は的JL'油川g面に2対の

透明な規田基があらわれるが,これは 20も,3.h ヵ月

と250,4カ月処理区で1glずつみられただけである.

成虫のメタセテ')-は羽化に際して胸部および也Imは

成虫化するが戯部は蛸の状態でかつ辺印は酌の時の位

位のままで戯背上にのぴない. 200区では羽化成虫

◆21頭のうち19軌.250区では3好iのうち2頭がメタ

セテ])-であった.

実験 2:冬季暖房を行っていない自然温度で成育し

たヒメマルカツオブシムシ幼虫は,冬季間のいつ頃に
l

休眠を終えているかをみるために1956年1月10日,2

月3別こ梯本箱で昆虫班本を加召していた老熟幼虫を

潔災し,1部は 300,60-70% R H.に探ち他は自

然配下に放斑した.

300に保ってから3週間目には,1月10日採災のも

のは46頭申6.52%が琉化または羽化し,プロセテ1)

-およびメタセテ])- 65.2% であった.2月3日採

雄のものでは,43頭申46.5%が痢化または羽化しプ

ロセテ])-およびメタセテ])-は 34.9% をしめた.

自然配下に放置したものはすべて正常な幼虫態であり.

3月宋から4月上旬にかけて正常に蛸化または羽化し

た.したがって自然温下のものは1月10日頃には末だ

軽く1部のものが休眠終了状態にあるのみで2月3日

頃では約半数が終7している.またプロセテt)-およ

びメタセテ.)-の出現率は硫化率に比して1月10Ej

採災では10倍も高い率を示したに反して, 2月3日

採非では逆に蛸化率の万が高く.プロセテ.)-および

メタセテリーの出現率は1月3日のそれの約半分の低

率である.したがって低温より高温に移された場合の

氾皮差がプロセテt)-ないしメタセテ')-の出現率に

与える膨蟹は,休眠終了個体と末終7個体ではことな
り,後者は前者に比して感受性が拓いと憩われる･

考 察

ヒメマルカツオブシムシの幼虫は養覇業,羊毛製品,

また乾髄標本の苦虫として知られているが,栄,麦や -

ヌカ,小麦粉などの貯蔵穀物中にも時々発見され特に

製粉所に多い9). カツオブシムシ科DC;'nestidaeは本

来動物性のものを食するが,ヒメアカカツオプシムシ

Tl･OgOderNZL7gFanan't〃ル のように実験的には動物

性のものでも-fJ<っが実際には植物性の貯疏･a物のみを

加召するものもありこの食性は2次的に班付されたも
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のである6'･^･,threnus矧 よこの食性の変化の中rBl的
段階にあると考え8)軽々の飼料を与えて飼育した.結

.栄は動物性のケズ')ガツオやカイコサナギ,アズキゾ

ウムシ成虫の死体などに比べ8'とヌれ 小文粉,玄米で

は成育はおくれたが,動物性の純毛F.ラシャ布やダi,.

ジヤコ.ヒメマルカツオブシムシ成虫死体などに比べ

てはるかに好適な飼料であることが分った (節1,2袈);

本位の幼虫の飼料としてはケズ])ガツオが一番好適で

あると考えられる.カイコサナギで飼育した場合はケ

ズリガツオで飼育した場合に比べて体盃は正いが脱蛇

回数は印加し,また死亡率も⊥紗こ高く(節2,10衣),
低温処理区では琉化率も低い (節10袈). トビカツオ

プシムシDermesLesatel-, ハラジロカツオプシムシ

D.maczLtatuSをカイコザナギで飼育した場合はケズ

I)ガツオに比して成育期間ははる̀かに短かくなり死亡

率も低く体正は式くなり脱皮回数は少ない1l･1eJ. した

がって本社の幼虫は上記2位のDermestes瑞のものと

全く逆の反応をケズリガツオとカイコザナギで示した.

琉化率,脱皮回数の点からはイーストを加えない方が

むしろ良好な結果をみたが. これは従来ハラジロカツ

オブシムシや ヒメカツオプシムシAuagclZLLStLIce脚

などで観察された結果とは逼っていが･古).

桑名l･5りま,アカマダラカツオプシムシTrogoderma

van'um を300で袋合飼育したときは約40日で世代

をくりかえすが,1頭飼育の場合には約 70% のもの

が痢化せず半永久幼虫となり6-50カ月生存すると述

べている.ヒメマルカツオブシムシでは飼育密皮によ

って蛸化率ないしは2年仔の出現率に何等の速いはみ

られなかった.ヒメアカカツオブシムシの脱皮回数は

平では8よりふつう1回脱皮が多いが1㌧ 本税ではわ

ずかに平が多い悦向がみられた (蔚5袈)･.膜皮回数

は幼虫の飼札 飼育温度によっていちじるしく異なる.

また同一条件下では脱皮回数の多いものは一般に幼虫

期問も長くなる械向があ争 (第2,8･9袈)･

Ricllards167は グ ラナ 1)ヤコクゾウCalalldrla

granariaの休盃は羽化期の早晩によって輿ることを

みたが,ヒメマルカツオブシムシでは初期に琉化した

個体の琉陣盃は後和のそれより式い.また性比も後期

には甲が多くなる.♀はるに比して体式は式いが同様

のことは同科の他の柾頬でも一般にみられている1･11･

12.18'(耶4表). 幼虫期の死亡の大部分は1令糊にみ･

られるが,同様のことはヒメアカカツオプシム㌢でも

報告されているl)(第7袈).また本位の幼虫には共喰

いはみられない.

桑名叫 は 15,20,25,300および室温の各氾皮下

におけるヒメマルカツオブシムシの蛸化を調べ200で

虫も早く琉化がおこり次いで250,150,300i.硫化率
143
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が低下することをみた.▲かつ300では500銃の円2頭

が蛸化したのみであった.迅1回調丑のため室温下に

取り出す以夕は 連続して300に保ったものでは,幼虫

は脱皮を韮ねるのみで垂永久幼虫と狩り航化はみられ･

なかった (第10表).しかし毎日調査のため室温下に

取り出したものでは 30T40% か'酎 ヒした･200では

250:より脱皮回数も少く最初の酪化個体も約50日早

くあらわれた. 300では250より約20日おくれた.1
脱皮回数は 200,250のいずれよりも多い (節8表).

300では100日間で7;令幼虫に達し航化可能令期に達

しているが,通常この温度では幼虫の休眠を終了さす

ことが出来ない.しかし毎日短時間低温にさらされた

幼虫は徐々に休眠覚醒に必要な温皮効果をうけたもの

と考えられる.Burgesl) はヒメアカカツオブシムシ

の幼虫を連続して300に保った場合と毎日調査のため′

短時間室温下に取 り出した場合では後者の成育期問が

有意に延びることをみた.この場合は結果は逆である

が,これはヒメアカカツオプシムシ書手は休眠現象がな

いためにその成育は温度が高い程早いからである.

冬季間のEl申のみ暖房した室内で飼育した場合その

蛸化は200とほぼ同じであった (鰐3,8表)･しかし

ふ化において22日も早いものでも桐化期には全くこの

ずれがみられなくなる (第3表). これに反し,恒温

下ではふ化日のずれがそのまま蛸化のずれとなってあ

らわれる.これは室温下では幼虫ゐ休眠終了に必要な

低温がある時期まではみたされないためであろう.

桑名11)は化蛸が最大の温度は15-200範囲の150よ

りと考えているが,本実験では300で飼育した7令幼
虫を 200,250に 1,2,31h,4カ月間低温処理した

のち再び300に移して蛸化率を調べた.低温処理期間

が200では2カ月以上 250では 31/3カ月以上のと

きに垂馴ヒ病体があらわれたが羽化個体の大部分はいず
れの場合もメタセテリーであった (欝10表).他方幼

虫をふ化直後よりこれらの恒温下においた時は稀にし

かプロセテ')-はあらわれず, 墓配下でもわずかに

1% の個体がプロセテリーになっただけであった.

また自然温下で育った ものを1月,2月の初旬に

300に移しT=所,前者では酪化率が低く高率のプロセ

テ')-およびメタセテ')-をみたが,後者ではこの関

係が逆転した.したがって低温より高温に移された場

創 とぉ こるホルモンの不均衡状態は休眠が末だ終了し

ていない幼虫では終了した個体に比べて大きいと考え

られ号･
Blake17)は英国南部では 占メマルカツオブシムシ

＼の生活環は2年を要し1年目は若令期に2年目は老令

期にそれぞれ休眠をともなった越冬をすることをみて

いる.そして200以上の恒温で飼育すれば大部分のも

のが1年で成虫になるが,150では大部分のものが2
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年目に成虫になることをみた.

我国では冬季に岩令幼虫がみられることがあるが,

ふつうは1年で生活環を完結する.餌が不通な切創と

件下でも室温下でも数パーセントの2年仔があらわれ

る嘉}･,本実験では飼料が好適なものであるかぎりこれ

らの2年仔も1年目にすでに成熟状態に適しており若

.令期ゐ休航状態の幼虫ではない.

要 約

1. 幼虫を9担税の飼料で飼育した結果その成育状

態より3肝に分けた.忠も好適な飼料はケズ.)ガツオ

である.幼虫は玄米,ヌカなどの植物質でも成育可能

である.(釘1,2表).

2. 幼虫の飼育密度,また幼虫の親の採先場所 (良

内または屋外)の追いによる幼虫の死亡率,痢化率,
琉化時期の近いは見出されなかった (第3表). しか

し飼育密度が高いと痢体重は乾くなる (第4表).

3. 平は8に比して体重は重く,かつ硫化後期のも

のはど掛 ､.1羽化の初期は8が多い.甲の方が脱皮回

教が多い幌向がみられた (第4,5表).

4. 卵期,蛸胤 成虫潜伏期,は高温ほど短かくな

る (節6衷). 脱皮回数も高温では多くなるが,飼料

によっても大きく左右される(第2,5,8/,lo衷)･同一

条件下で飼育した場合は脱皮回数の多いものは幼虫期

問も長い (欝9表).

5. 20,25,300の各温度でカイコサナギまたはそ

れに 10% のイーストを加えたものを飼料として飼育

した.幼虫期の死亡は若令期はど高い (節7表). 舶

化率は200が一番高い.､300に連続に保った場合は痢

化がおこらないが,毎日室温下に短時間取り出した似

合は 30% 前後が嫡化した (第8,lo衷).最初の琉化

個体は200ではふ化後約190日,250で240日,300

で毎日室温下にとりだしたものでは260日にあらわれ

高温になるにしたがいわくれる.イーストを飼料に加

えても幼虫の成育 を促進するようなことはなかった

(第8去).

6. 室温下で飼育した時は,幼虫のふ化日のずれは

琉化期には消えるが.恒温条件下ではそのままずれて

あらわれる.300で飼育した幼虫を20,250でT定規

問低温処理をして再び300にもどした.300に継続し

て飼育した幼虫は蛸化しなかったが,200で2カ月以

上,250で 31/3カ月以上処理した場合に蛸化個体が

あらわれた.同一処理では常にケズ1)ガツオで高い蛸

化率がみられ,脱皮回教も少なかった.処理によって

羽化した成虫の大部分はメタセチリ｣であった (節10

読)･ .

6. 自然温下で成育した幼虫は2月始めには約半数
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が幼虫休眠を終了した状態にあると考えられる.数%

の個体は飼育氾皮および飼料が好適な場合でも2年以

上の幼虫期間を経過する.飼料が不適な似合には3年

の幼虫期間を示すものもある'(節2,3式).
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lt長与um6

ThelarvaeofAILthrcllZLSVerbascl'grow ona

variety offood-stufEswith V-aryingdegreesof

deve一opment,andninekindsoffoodaredivided

王nthreegroupsaccorditlgtOtheirsuitability;(1)

foodwhichisfavourab一eforthegrowthoflarvae:

fishmea一,driedpupaeofBomわ･EmOl'iand

corpses ofCallosobruchuschinensis, (2)the

growth oflarvaeispossible:unpolishedrice,

ricebratlatldwheatflour, (3)foodwhichis

節 J23 巻-I

unfavourableforthegrow血OHarvae:driedEisll,

corpscsofA verbasct'and black purewool

(Tables1and2).

Thedifferenceofbreedingdensityaswellas

theor王ginofpa,eats(indoo.Ioroutdoor)hasno

efEcctson thelarval mortality.percentageof /

pupationanddateofpupation (Table3).But

highdensityproduceslightpupaeinweight.The

mean wel'ghtofpupaeofboth sexesbecomes

lighterinthelaterperiodofpupation.Females

become､more abundantthan malesl andare

ustlallyheavierthanmates(Table4).Ithasbeen

alsonotedthatfemalesshow thetendencyoE

slightincreaseinthenumberofmoulting(Table

5).

Thedurationofegg,pupalandquiesceJlt-adult

stages becomes shorter as~temperature rises

(Table6)_Thenumberofmoultingincreasesat

high temperlature,thougllbelrngaffectedbythe

kindofdiet,(Table2,5.8,and10).Sevenis

tlleCOmmOneStnumberofmoultingtn-derroom

temperaturewhenlarvaerearedonfishmeal.

ⅠncreaSingnumberofmoultigresulslengthening

oHarvalperiod(Table9).

UnderconstatlttemperaturesOf20,25atld300,

larvaerearedeitheronthedriedpupa?ofBomby.I;

mollorthemixtureadded10percentyeastin

weighL T∫leincidenceofmortalityoHarvaeis

laTgelyattllefirstlarvalinstarrangingfrom40

to60percentoftotalmortalityoflarvae(Table.

7)･Thehighistpercentageofp!pationis'noted

at200,Thelarvaedonotpupatewhenkeptat
300continuously.blltthosewhichwereexposed

dailytotheroom temperatureforashorttime

pupateabout30percentofthem (Table8and

10).Pupationtakesplaceabout50and70days

earlierat200thanat250and30Orespecti寸ely.

An yfavourableeffectuponthelarvaldevelopment

cannotbeobservedbytheadditionofyeast.

Larvaerearedatroom temperaturepupatewithin

adefinite period regardless to tlleirdateof

hatclling,butthetimelagofthedateofhatching

pPrsistsuntilltheincidenceofpupationunderthe
constatlttemperature.

Larvaeofseventh instarrearedeitheronthe

driedpupaeofB.moriorfishmealat300forr

100days,after,chitlingeitherat20oor300

duringthevariableperiodsfrom 1t04mohths,.
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weretransferredagainat300.Pupat王ondoc主not

takeplaceamongthelarvaekeptat-300-continu-

ously･butocFursamong,thosekeptmorethantwo

mon血sat200andmore血an31/3mOntIISat250.

llmetatlletelyat血e王remergence.On血efisllmeal,

thehigherpercentageofpupationaswellasthe

fewer number of moulting was observed as

comparedwith thaton'thedriedpupaeunder

節 23 巻-I

thesameconditionoftemperature(Table10).

Abouthalf of the larvae havecompteted

diapausein thebegining ofFebruary under

naruraltemperattlreCOnditioll.andemerged王n

thebeginingofApril.Severalpercentoflarvae

undergotwoyearlarval stageeveniftheytare

bredunderfavourab一econdition.Theincidence

of血elarvaeoftwo ortIlreeyearCycleis

prevalentontheunfavourablediets.(Table2,3).

ResistanceofIIollSeFliestOInsecticidesandtlleSusceptihitityofNervetoTnsecticidcs.

StlldiesontheMecllanism ofActionofInsecticides.XVII.TeruoŶ HASAtrI & Toshio

NARAI壬ASIIT(LaborAtoryofAppliedEntomワlogy,FacultyoEAgriculture,UniversityofTokyo,
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27･ イエバエの殺虫剤抵抗性と神経感受性 .殺虫剤の作用機矧こ関する研究 第17報 ･山崎輝男･
栂橋敏夫 (東京大学 員学部 害虫学研究室)33.7.25受理

昆虫の殺虫剤抵抗性の機構の研究はとくにイエバェについて広く行われてきている. DDT抵抗性

イエバェt･は体内における DDT解毒力が正常系統に比べて著しく払いことが一般に認められてお

り,さらに神経の DDT感受性が正恵系統に比べて低いといわれている.しかしわが国の抵抗性イ

･ェバ工についてはとの種の研究は少ない. よって二, 三の薬剤に対す･る抵抗性イエバエを材料とし

て抵抗性の機構を究由すべく, まず神経の薬剤感受性の系統による遊いを調べた. その結果 BHC

およびヂイール ド7)ンに比敬的故い系統では, その神起感受性が低いことが証明され, この因子が

抵抗性発現の原因の一つであることが明らかにされた.

Them占clladsn involvedintheresistanceof

insecIstoinsecticidesIlaSSOfarbeenstlldiedby′

manyinvest王gafbrs.Am onganumberofinsecti-

cides, DDT resistance was mostextensively

stlldiedbecallSeOfitspracticalimportanceand

alsobecauseoftheaccumulateddataconcerning

themodeofactionofDDT.

Since I)DT, havingenteredaninsectbody

through the.cuticleorthemouth,isdetoxlfied

or accumulated insome-tissues during the

courseofreaclingasiteofactionorthenervollS

tissues,theI)DTresistancemustbeduetolower

penetrabilityofDDTthrough thecuticle,higher

capacity of detoxicatioq: larger amounts of

accumulationinthetissuesotherthanthesite

ofactionorloviersusceptibility ofnervesto

DDT67,69). MorethanoneoEthesefactorsmay

playamajorroteintheresistancephezlOmenOn.
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ThepenetrabilityoEI)DT through thecuticle

of'res王stant王10uSeflieswasfotndtobenotlower

.thanthatofsllSCeptiblehouseflies20-33.47-69).It

wasdemo'nstratedthatstrongercapacitytoconvert

DDTtoitsnontoxicderivative,DDE,inDDT-

resistanthouse flies plays a majar.role in

resistance7.5,94.e6-ll).33~35.39.45･47~50.58-59). However,

theresllOuldbe.ne.ImoreLaddili.natdefense

mechanisms since mllCh greater amounts of

undetoxifiedDDTremaininthesurvivedresistant

fliesthaninthedeadsllSCePtiblefliesll33}7,60).

IInthelightofsuchviews,itwouldbeexpected

thatthenervesofresistantstrainsofllOuSeflies

wollldbelesssensitivetoDDT tllalltllOSeOf

susceptiblestrains,becausethenervollStissueis

demonstratedtobeanimportantsiteoractionof

DDT軍.15-7.1J.19.12.13.67.･55.60-65.70-7㌔78).Infactseveral

experimentsllaVebeencarriedoutdemonstrating


